
取組別 全体

8 15 20

○働き方改革の重要性
は十分理解しています。
理想と現実が違うのは、
どこの職場・職域も同じ
ですね。応援していま
す。
○達成率７２％は大変す
ばらしといえる。
○定時退庁１００％を目
指すことよりも、学校の
特殊性に応じた指標でよ
いかと思います。

・計画年休取得に向けた計画づくり
や日課表の工夫により事務作業に
専念する時間をつくるような取組を
検討する。

○十分すぎます。感謝で
す。数値としてみると良
好だといえます。
○学級不満足群８.５％を
限りなく０にしていこうと
する学校の姿勢に頭が
下がります。
○生徒たちは、明るく、
元気いいっぱいに学校
生活を過ごしています。
安心しています。
○南中生徒の強み（協調
性・学び合い・ペア活動・
教え合い）は今後の活動
の弾みとしていただけれ
ば素晴らしいと思いま
す。
○地域行事へのボラン
ティアに参加していただ
いていることは嬉しく思い
ます。地域に貢献できる
人材を育成していくため
にももっと多くの参加が
欲しいところです。
○授業の中で、人間関
係つくりを大切にしてい
る姿が見られます。きつ
い立場の生徒理解をどう
進めて行くかを日常的に
話し合っている先生方の
姿も十分に見えます。

B B

◇達成指標（C）
・①②④指標を達成しているが，方
法や内容の｢質｣の向上を目指し，
「とても～」の割合の向上を目指す必
要がある。好事例の紹介等を通じ，
伝えることや表現することについて，
価値付けすることを増やしていく。
　
・③⑤地域学習や地域行事とはどう
いったものなのか，どんな価値があ
るのかを生徒と共有する。

・ボランティア活動の募集や活動の
ようすをテトルや学校だよりなどを通
して発信していく。

◇達成指標（D）
・人間関係づくりプログラムを今後も
継続し，着実に実施する。

・hyper-QU調査の分析をもとにした
支援計画を適宜見直し，有効性のあ
る支援を行う。

地域貢献にかかる総合的な学習の
取り組みについて，計画しているが
未実施の学年がある。

◇達成指標(A)
①実技教科ではいずれの教科も正答率８０％以上を
達成している状況であるが，国社数理英の５教科を見
ると未達成の状況であるため，今後は５教科にフォー
カスして取り組む必要がある。指標を５教科にフォーカ
スして継続する。
②全体として達成指標(１０％未満)を達成している状
況であるが，国社数理英の５教科平均で見ると１３%で
未達成の状況となる。今後は５教科にフォーカスして
取り組む必要がある。指標を５教科にフォーカスして
継続する。

◇達成指標(B)
①②③の「計画的な行動」については概ね良好な状
況であるが，生徒・保護者・教職員の間で若干の差が
見られる。特に，保護者の数値が相対的に低めであ
る。指標は妥当であるため，継続する。

指標①③については，現状に合わせて若干の上方修
正を行う。保護者については指標を継続する。

生徒調査の授業評価に関する指標④⑤⑥⑦について
は，概ね良好ではあるが，まだ改善できる部分はある
と考えられる。指標は妥当であるため，上方修正して
継続する。

◆取組指標
妥当な指標であるため継続する。ただし，⑥，⑩，⑪
については，実施率を上げるための工夫をする。

◇達成指標（B)

◇達成指標（A)

③全校平均６８％（達成率８５％）

【教職員調査】④１００％（達成率１２５％）

【保護者調査】⑤４２％（達成率４７％）

◇達成指標（C）
①どの学年でも目標値を上回った。「とても～」という
評価は学年によるばらつきが見られ，改善の余地が
あるため，指標については継続する。
②どの学年でも目標値を上回っている。人間関係づく
りプログラムの確実な実施により，「聴く」ことへの意
識が高まっていると考えられる。引き続き，指標を継
続する。
③達成できていない。「総合的な学習の時間」で「地域
学習を行った」という実感が不足している。また「地域
行事」のとらえも幅があるように思われ，これらの内容
や意義･目的について生徒と教職員間での共有が不
足していると考えられる。指標は継続する。
④授業や行事において生徒が思いや考えを伝える場
面を設定できている。ただし「とても～」との評価は
10％となっており，伝え方や内容の質の向上が必要
である。質を高める工夫を行うが指標については継続
とする。
⑤地域の行事が家庭の話題になる率も36％と低く，
地域とのつながりの弱さが見られる。地域行事も夏期
休業中～2学期にかけて多いため，そもそも参加する
地域行事が少なかった可能性がある。

◇達成指標（D）
・全国平均の２８％と比して大変良好な数値である。
人間関係づくりプログラムや授業での取り組みなど
により，成果が現れていると考えられる。２学期は低
下傾向が見られやすいため，指標は継続する。

◆取組指標
妥当な指標であるため継続する。

◇達成指標（D)全校平均８．５％（達成率１５
７％）

実施率は78％であり，学校生活が
話題になっていない家庭が一定数
存在する。

C

実施率は７６％であり，家庭との連
携が十分でない。目的が共有されて
いない可能性がある。

家
庭
(10)学校の話題や地域の話
題の共有

㉒保護者は，月に２回以上，学校通信等をもとに，学
校での様子や活動・活躍内容を子どもと共有する時間
をもつ。

○

実施率が３６％であり，地域とのつ
ながりの弱さがみられる。

⑳総合的な学習の時間担当は，年1回以上，地域貢献
に係る取組を計画し，生徒の振り返りをフィードバック
する。

○ ○

㉑担当者は，学期に1回以上，生徒に地域ボランティア
に参加するように呼びかけ，参加者が活動内容を伝え
る場を設ける。

○ 100%

67%

(8)目標設定と振り返りの充
実【再掲】

⑱担任は，毎学期はじめと終わり等，計画的に「未来を
えがくキャリア・ノート」を活用した目標設定や振り返り
を行う。

○ ○

(7)互いのよさを見つけ認め
合える集団づくり

⑲各担当者は，各種行事等において，校訓と連動した
目的のもとで，取組を進め，生徒が振り返りをする機会
を設定する。

○ ○

(9)積極的な地域貢献

㉓保護者は，月に１回以上，家庭内で地域の行事等に
関わる話を行う。

○ 36%

㉔地域協育コーディネータは，地域と学校を結ぶ情報
の提供や人材活用時の連絡，およびCSでの企画・運
営等に協力する。

○ 100%

○ 100%

70%

⑰担任は，年２回hyper-QU調査の分析をもとにした支
援計画を作成し，適宜，その進捗について学年部等で
共有する。

○ 100%

◇達成指標①②③
妥当と思われるため現在の目標値を継続する。①②
については，昼休みの見守りなど，「時間外在校等時
間」に現れない部分（休憩時間が取れない等）を改善
していくかが課題である。

◆取組指標
妥当な指標であるため継続する。

◇達成指標②

①運営委員会は，月に１回以上，行事の準備・運営・内容等についてス
リム化・効率化の視点から協議し，職員会議で全体連絡する。

②全教職員は，水曜日は定時退庁（４５分以内）を行う。

(1)子どもと向き合う時間確保
に向けた組織的な業務の効
率化

学
校

100%

65%

月平均30時間とした場合に月平均30時間を越える教
員１７名７１％（6月末時点）

◇達成指標③
　　前期ストレスチェックの結果待ち

A

A

78%

◇達成指標①達成率７２％

家
庭
(2)教職員の超勤減少に向け
た協力

あてまる３０．４％
ややあてまる３４．８％

90%

⑤地域の方は，学校環境の整備に協力する。
(3)学校運営協議会への参画
や環境整備等への参加・協
力

地
域

100%
４月５回・５月８回
６月３回・７月３回

㉕地域の方々は，学校と連携して取組を行う際，協
力，支援を行う。
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①時間外在校等時間の月平均４５時間未満の職員１００％

②時間外在校等時間の年間３６０時間未満の職員１００％

③ストレスチェックによる総合健康リスク職場平均を全体平均以
下

⑥地域の方は，地域活動の際，ボランティア生徒の指導を行
う。

100%

③保護者は，出欠・遅刻・早退等の連絡は，学校連絡アプリを
利用する。

99%

○ 100%

⑮教育相談コーディネーターは，「人間関係づくりプロ
グラム」の毎月の計画を作成し，提案する。

○ 100%

⑯授業者は，毎時間の授業で「生徒指導の３機能」を
取り入れた展開を行う。【再掲】

○ ○ ○

互
い
に
認
め
合
い
，
高
め
合
い
，
他
者
と
協
働
す
る
生
徒
の
育
成

教
務
主
任

（C)以下のアンケート調査で肯定的回答を80％以上にする。
【生徒調査】
①授業や学校行事等において，自分の考えを相手や仲間に伝
えることができた。
②友達や仲間の考え方や思いを尊重し，互いに理解し合うこと
ができた。
③地域学習や地域行事に積極的に参加することができた。

【教職員調査】
④生徒は，授業や学校行事等において，自分の考えを相手や
仲間に伝えることができている。

【保護者調査】
⑤子どもは，地域の行事等に積極的に参加している。

（D)hyperQU調査における学級不満足群の生徒の割合を２０％
未満にする。

地
域
(11)地域の人的・物的資源を
活用した授業実践の支援

④保護者は，学校への提出物の期限を守る。

⑪保護者は，学期に1回以上，将来の目標や進路につ
いて話をし，認め，励ます言葉かけを行う。

⑭担任は，人間関係づくりプログラムを週１回実施す
る。

○

学
校

⑤授業者は，毎時間の授業で「生徒指導の３機能」を
取り入れた展開を行う。

94%

地
域
(6)生徒の学力・表現力向上
に向けた助言・支援

⑫学校運営協議会の地域メンバーは，学期に１回以
上，学校の教育活動，学力向上対策等について意見
及び助言・支援を行う。

○ ○ 100%

○ 76%

100%

家
庭
(5)子どもの目標と振り返りの
確認

⑩保護者は，学期に1回，定期テスト計画表を確認し，
励ましのコメントをする。

○ 76%

⑬地域住民は，登下校時や生徒との交流場面におい
て，あいさつや言葉かけを積極的に行う。

○

100%

100%

実施率は７６％であり，家庭との連
携が十分でない。目的が共有されて
いない可能性がある。

【生徒調査（授業評価）】

【保護者調査】全校平均６４％（達成率８０％）

○ 100%

○
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（A)下記の学力に関する調査及びテストにおいて目標値を
達成する。
【短期】
①定期テスト等の知識・技能に関する問題で全教科平均正
答率を８０％以上にする。
②各教科の単元テストの記述式問題での全教科平均無回答
率を１０％未満にする。
【長期】
③各種学力調査（全国，大分県，佐伯市）における全教科
の正答率を市平均値以上にする。
④各種学力調査（全国，大分県，佐伯市）における記述式
問題の正答率を市平均値以上にする。

（B)以下のアンケート調査で肯定的回答を８０％以上にす
る。
【生徒調査】
①目標をもって計画的に行動できた。
【保護者調査】
②子どもは目標をもって計画的に行動できている。
【教職員調査】
③生徒は目標をもって計画的に行動することができてい
る。

【生徒調査（授業評価）】
④自分から進んで学習や課題，練習に取り組もうという気
持ちになった。
⑤授業の内容に興味をもち，より専門的な内容や社会との
関わりなどを「もっと知りたい」と思うことがあった。
⑥自分の考えを理由とともに説明する場面があった。
⑦発言したり，課題の解決方法の選択したりする場面があ
り，自分の意見や判断を大切にできた。

学
校

(1)授業改善・授業力の向上

①授業者は，「南中スタイル」に基づく授業を毎時間実
践する。

○ ○

③授業者は，単元計画に基づいた「必然性をもったペ
ア・グループ活動」を行う。

○ ○

②授業者は，単元計画に基づいた「情報の取り出し→
思考・判断→表現」を意識した授業に取り組む。

○ ○

○ ○

⑨国語科は，南中タイムにおいて読書活動とコラム学
習に取り組み，学期に1回，全教職員で効果の検証を
行う。

④研究主任は，生徒による授業評価アンケートを学期
に１回以上実施し，職員と共有する。

(3)目標設定と振り返りの充
実

⑥担任は，毎学期はじめと終わり等，計画的に「未来を
えがくキャリア・ノート」を活用した目標設定や振り返り
を行う。

⑦各担当者は，各種行事等において，校訓と連動した
目的のもとで，取組を進め，生徒が振り返りをする機会
を設定する。

○

(2)「生徒指導の３機能」を重
視した取組

(4)自分の意見や考えを表現
する場の設定

⑧授業者は，定期テスト，単元テスト等に「記述式問
題」を設定する。

取組指標に対する
取組状況の確認

達成指標に対する
達成状況の確認

達成指標・取組指標の
妥当性を検証

自己評価
知

識

及

び

技

能

思

考

力

，

判

断

力

，

表

現

力

等

学

び

に

向

か
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力

，

人

間

性

等

○

○ ○ ○ 100%

○ ○ 70%
取り組み実施率が70％と低く，「未
来を描くキャリアノート」の活用が十
分でない。

B

おおむね実施されているが，他の項
目に比べ低い。

○

①平均７４％（達成率９３％）

【生徒調査】全校平均８７％（達成率１０９％）

②平均７％（達成率１３５％）

評価 改善方策

取
組
指
標
の

実
施
率

重点目標
担
当

達成指標
分
担

重点的取組 取組指標

学習指導要領が目指す
資質・能力との関連

検証・改善　【　１　】回目

学校関係者評価日
（９）月（１）日
学校関係者
（評価者）意見

［様式１］

　佐伯市立佐伯南中学校　　　　　校長　児玉　晃洋　　　 　　令和８年度　学校評価の４点セット整理票　「チーム南中シート」（学校自己評価報告書） 令和（　８　）年　（　７　）月　（　１７　）日　時点

学校の教育目標：「自らの在り方や生き方を探求し（自主），他者と協働しながら（信愛），課題に粘り強く取り組む（努力）生徒の育成」

育成を目指す資質・能力：「自己実現力」・「自己調整力」 ４段階評価
（Ａ：十分達成　　Ｂ：おおむね達成　　Ｃ：課題がある　　Ｄ：大いに課題がある）

【生徒調査】

①全校平均９４％（達成率１１７％）

②全校平均９７％（達成率１２１％）

○

88% おおむね順調に実施されている。

○ 88% おおむね実施されている。

94% おおむね良好に実施されている。

100%

実施率は７０％であり，家庭との連
携が十分でない。目的が共有されて
いない可能性がある。

◇達成指標（C)

④全校平均８３％（達成率１０４％）

⑤全校平均８３％（達成率１０４％）

⑥全校平均８７％（達成率１０９％）

⑦全校平均９３％（達成率１１１％）

【教職員調査】③平均９５％（達成率１１８％）

81%

おおむね良好に実施されている。

◇達成指標(A)
・①実技教科はすべての教科で80％
を達成しているため，次回の目標値
を「国社数理英の５教科平均で８０%
以上」と修正する。
・②実技教科はすべての教科で0％
を達成しているため，次回の目標値
を「国社数理英の５教科平均で１０%
未満」と修正する。

◇達成指標(B)
・①②③の目標値について以下のよ
うに設定する。
①〔生徒調査〕現状の８０％から８
５％以上に上方修正する。
②〔保護者調査〕未達成のため現状
の８０％を継続する。
③〔教職員調査〕現状の８０％から８
５％以上に上方修正する。
・④⑤⑥⑦の目標値について目標値
８０％から一律８５％以上に上方修
正する。

◆取組指標
・⑥については，各種行事等におい
て「未来をえがくキャリアノート」と活
用した目標設定と振り返りを継続し
て行うようにする。
・⑩⑪については，１学期，連絡アプ
リ等で保護者に学習計画書に励まし
のコメントを記すように促す連絡をし
た。今後も継続的に行う。計画表に
ついては，担任・生徒・保護者にとっ
てより実用的なものを考えていく必
要がある。（見やすい・書きやすい・
チェックしやすい）

C

A

A

B

B

B

A

A

B

A

B

B

A

A

○達成状況は結果として
表れています。ただ、学
校の取組を保護者がど
れだけ認知しているのか
が気になります。
○複数の情報を、つなぎ
合わせていく力が不足し
ている状況を踏まえ、結
論と根拠をもとに説明で
きるように工夫している
授業が多く見受けられま
した。
○生活の支援は家庭、
学習支援は学校に任せ
ている家庭が多いのでは
ないかと思う。
○様々なことを考えてい
ただいて、保護者として
は感謝しかありません。
生徒のコミュニケーション
力が高まればよいと思い
ます。やはり、親の姿勢
次第ですね。
○家庭・地域との連携が
若干弱い気がします。あ
れもこれも要求すると評
価も難しくなります。「こえ
れだけは共により組もう」
という視点で観点を絞る
のはどうでしょうか。

全教科平均 ５教科平均 実技系平均

74% 67% 81%

全教科平均 ５教科平均 実技系平均

7% 13% 0%

１学年 ２学年 ３学年 全校
66% 67% 60% 64%

②

１学年 ２学年 ３学年 全校
84% 88% 90% 87%

①

１学年 ２学年 ３学年 全校

④ 80% 83% 86% 83%

⑤ 80% 79% 87% 83%

⑥ 84% 84% 92% 87%

⑦ 86% 86% 93% 89%

１学年 ２学年 ３学年 全校
① 93% 90% 99% 94%

（とても） 55% 60% 75% 63%
② 99% 94% 99% 97%

（とても） 64% 75% 75% 72%
③ 68% 60% 76% 68%

（とても） 39% 28% 36% 34%

学級不満足群 １学年 ２学年 ３学年 全校

学年平均割合 6.9% 10.8% 7.8% 8.5%

学年人数 5 8 6 19

４月 ５月 ６月 平均

達成率 54% 83% 79% 72%

人数 13/24 20/24 19/24 17/24

超勤平均 ３８ｈ ３２ｈ ３２ｈ ３４ｈ
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［様式１］

　佐伯市立佐伯南中学校　　　　　校長　児玉　晃洋　　　 　　令和８年度　学校評価の４点セット整理票　「チーム南中シート」（学校自己評価報告書） 令和（　８　）年　（　８　）月　（　２１　）日　時点

学校の教育目標：「自らの在り方や生き方を探求し（自主），他者と協働しながら（信愛），課題に粘り強く取り組む（努力）生徒の育成」

育成を目指す資質・能力：「自己実現力」・「自己調整力」 ４段階評価
（Ａ：十分達成　　Ｂ：おおむね達成　　Ｃ：課題がある　　Ｄ：大いに課題がある）

重点目標
担
当

達成指標
分
担

重点的取組 取組指標

学習指導要領が目指す
資質・能力との関連

検証・改善　【　１　】回目

学校関係者評価日
（　）月（　）日
学校関係者
（評価者）意見

評価 改善方策

取
組
指
標
の

実
施
率

取組指標に対する
取組状況の確認

達成指標に対する
達成状況の確認

達成指標・取組指標の
妥当性を検証

自己評価
知

識

及

び

技

能

思

考

力

，

判

断

力

，

表

現

力

等

学

び

に

向

か

う

力

，

人

間

性

等

目
的
意
識
を
も

っ
て
課
題
に
粘
り
強
く
取
り
組
み
，
目
標
の
達
成
に
向
け
て
努
力
す
る
生
徒
の
育
成

（A)下記の学力に関する調査及びテストにおいて目標値を
達成する。
【短期】
①定期テスト等の知識・技能に関する問題で５教科平均正
答率を８０％以上にする。
②各教科の単元テストの記述式問題での５教科平均無回答
率を１０％未満にする。
【長期】
③各種学力調査（全国，大分県，佐伯市）における全教科
の正答率を市平均値以上にする。
④各種学力調査（全国，大分県，佐伯市）における記述式
問題の正答率を市平均値以上にする。

（B)以下のアンケート調査で肯定的回答を以下の通りとす
る。
【生徒調査】
①「目標をもって計画的に行動できた。」８５％以上
【保護者調査】
②「子どもは目標をもって計画的に行動できている。」８
０％以上
【教職員調査】
③「生徒は目標をもって計画的に行動することができてい
る。」８５％以上

以下のアンケート調査で肯定的回答を８５％以上にする。
【生徒調査（授業評価）】
④「自分から進んで学習や課題，練習に取り組もうという
気持ちになった。」
⑤「授業の内容に興味をもち，より専門的な内容や社会と
の関わりなどを『もっと知りたい』と思うことがあっ
た。」
⑥「自分の考えを理由とともに説明する場面があった。」
⑦「発言したり，課題の解決方法の選択したりする場面が
あり，自分の意見や判断を大切にできた。」

学
校

(1)授業改善・授業力の向
上

①授業者は，「南中スタイル」に基づく授業を毎時間実
践する。

④研究主任は，生徒による授業評価アンケートを学期
に１回以上実施し，職員と共有する。

②授業者は，単元計画に基づいた「情報の取り出し→
思考・判断→表現」を意識した授業に取り組む。

③授業者は，単元計画に基づいた「必然性をもったペ
ア・グループ活動」を行う。

(3)目標設定と振り返りの
充実

⑥担任は，毎学期はじめと終わり等，計画的に「未来を
えがくキャリア・ノート」を活用した目標設定や振り返り
を行う。

○ ○

(2)「生徒指導の３機能」を
重視した取組

⑤授業者は，毎時間の授業で「生徒指導の３機能」を
取り入れた展開を行う。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

⑨国語科は，南中タイムにおいて読書活動とコラム学
習に取り組み，学期に1回，全教職員で効果の検証を
行う。

○ ○

⑦各担当者は，各種行事等において，校訓と連動した
目的のもとで，取組を進め，生徒が振り返りをする機会
を設定する。

○

⑬地域住民は，登下校時や生徒との交流場面におい
て，あいさつや言葉かけを積極的に行う。

家
庭
(5)子どもの目標と振り返り
の確認

⑩保護者は，学期に1回，定期テスト計画表を確認し，
励ましのコメントをする。

○

(4)自分の意見や考えを表
現する場の設定

⑧授業者は，定期テスト，単元テスト等に「記述式問
題」を設定する。

○

⑪保護者は，学期に1回以上，将来の目標や進路につ
いて話をし，認め，励ます言葉かけを行う。

○

地
域
(6)生徒の学力・表現力向
上に向けた助言・支援

⑫学校運営協議会の地域メンバーは，学期に１回以
上，学校の教育活動，学力向上対策等について意見
及び助言・支援を行う。

○ ○

(8)目標設定と振り返りの
充実【再掲】

⑱担任は，毎学期はじめと終わり等，計画的に「未来を
えがくキャリア・ノート」を活用した目標設定や振り返り
を行う。

○ ○

(7)互いのよさを見つけ認
め合える集団づくり

○

⑭担任は，人間関係づくりプログラムを週１回実施す
る。

○ ○

⑮教育相談コーディネーターは，「人間関係づくりプロ
グラム」の毎月の計画を作成し，提案する。

○

⑯授業者は，毎時間の授業で「生徒指導の３機能」を
取り入れた展開を行う。【再掲】

○ ○ ○

⑰担任は，年２回hyper-QU調査の分析をもとにした支
援計画を作成し，適宜，その進捗について学年部等で
共有する。

㉑担当者は，学期に1回以上，生徒に地域ボランティア
に参加するように呼びかけ，参加者が活動内容を伝え
る場を設ける。

○

⑲各担当者は，各種行事等において，校訓と連動した
目的のもとで，取組を進め，生徒が振り返りをする機会
を設定する。

○ ○

○

㉓保護者は，月に１回以上，家庭内で地域の行事等に
関わる話を行う。

⑳総合的な学習の時間担当は，年1回以上，地域貢献
に係る取組を計画し，生徒の振り返りをフィードバック
する。

○ ○

(9)積極的な地域貢献

○

【
働

き

方

改

革

の

推

進

】

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
と
働
き
や
す
い
環
境
の
実
現

全
職
員

①時間外在校等時間の月平均４５時間未満の職員１００％

②時間外在校等時間の年間３６０時間未満の職員１００％

③ストレスチェックによる総合健康リスク職場平均を全体平均以
下

学
校

互
い
に
認
め
合
い
，
高
め
合
い
，
他
者
と
協
働
す
る
生
徒
の
育
成

教
務
主
任

（C)以下のアンケート調査で肯定的回答を80％以上にする。

【生徒調査】
①授業や学校行事等において，自分の考えを相手や仲間に伝
えることができた。
②友達や仲間の考え方や思いを尊重し，互いに理解し合うこと
ができた。
③地域学習や地域行事に積極的に参加することができた。

【教職員調査】
④生徒は，授業や学校行事等において，自分の考えを相手や
仲間に伝えることができている。

【保護者調査】
⑤子どもは，地域の行事等に積極的に参加している。

（D)hyperQU調査における学級不満足群の生徒の割合を２０％
未満にする。

地
域

家
庭

学
校

(11)地域の人的・物的資源
を活用した授業実践の支
援

㉔地域協育コーディネータは，地域と学校を結ぶ情報
の提供や人材活用時の連絡，およびCSでの企画・運
営等に協力する。

○

㉕地域の方々は，学校と連携して取組を行う際，協
力，支援を行う。

○

(10)学校の話題や地域の
話題の共有

㉒保護者は，月に２回以上，学校通信等をもとに，学
校での様子や活動・活躍内容を子どもと共有する時間
をもつ。

○

②全教職員は，水曜日は定時退庁（４５分以内）を行う。

①運営委員会は，月に１回以上，行事の準備・運営・内容等についてス
リム化・効率化の視点から協議し，職員会議で全体連絡する。

研
究
主
任

地
域

(3)学校運営協議会への参
画や環境整備等への参
加・協力

⑤地域の方は，学校環境の整備に協力する。

⑥地域の方は，地域活動の際，ボランティア生徒の指導を行
う。

家
庭
(2)教職員の超勤減少に向
けた協力

③保護者は，出欠・遅刻・早退等の連絡は，学校連絡アプリを
利用する。

④保護者は，学校への提出物の期限を守る。

(1)子どもと向き合う時間
確保に向けた組織的な業
務の効率化


